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事 業 報 告 書 

 

Ⅰ．会社の現況に関する事項 

 

１． 事業の経過および成果 

 

2023 年度の我が国経済は、新型コロナウイルスのパンデミックからの回復が進

む一方、中東情勢の緊迫化によるエネルギー価格の高騰や、ロシア・ウクライナ

戦争長期化に伴う原料価格の上昇などの影響を受けました。 

 

当社の主業である食品流通業界においては、夏場の酷暑による水産物の不漁や

農産物の不作、円安やインフレが様々な価格上昇に結びつき、消費の回復に水を

差しています。また、引き続き人手不足が企業活動に影を落としております。 

 

このような環境下、当社においては鋭意営業活動を進めた結果、売上は前年比

2％の増の 44 億円を確保、最終利益も黒字を回復するに至りました。 

 

卸売部門を商品別に見ると、猛暑が追い風になり梅干・涼味などの加工食品は

全般に好調であった一方、資源不足による北海道近海のカニなどの取り扱い減、

輸入サーモンの顕著な落ち込みが目立ちました。新年度も他社に負けない商品の

情報収集と共有、提案力に磨きをかけ営業を強化していきたいと考えています。 

 

製造部においては、主力のタコ製品の原料を確保できず、生産が叶わなかった

ほか、年々需要が少なくなってきている鍋製品や、採算の合わないアウトパック

事業から撤退をいたしました。この穴をカバーするため、付加価値が高い新商品

の開発を目的に、夏までに加熱調理設備並びに急速凍結機を導入いたしました。

これら機器を活用し試作を重ねた結果、漸く当期後半に、「煮魚シリーズ」の完成

を見るに至りました。本シリーズを 2024 年 3 月に幕張で開催されたスーパーマー

ケットトレードショーで紹介したところ評判も上々だったことより、今後はこの

新商品の製造・販売に注力していきたいと考えています。 

 

コロナ後の外食部は、製造部で前処理を行った「ホッケフライ」や生産者支援

の「ホタテ釜飯」といった新商品が人気を博し、業績は順調に推移しております。



しかし「釜炊きごはん銀くま」では人手不足の解消が進まず、週一日の定休日が

続いております。新年度は何とか通年営業できるよう、人材確保を強力に進めて

参りたいと考えています。 

 

 

２． 今後の見通しと対処すべき問題 

 

新年度も温暖化による農水産物の収量減が心配され、また 2024 年に入ってか

らの急速な円安による輸入食材やエネルギー資源の高騰による物価高で、消費に

ブレーキがかかる懸念があります。 

 

これを踏まえ新年度に当社が対処すべき大きな課題は前期同様、次にあると考

えています。 

 

・卸売部門においては競争力のある商品の調達（MD）と取引先への提案 

・製造部においては付加価値の高い新たな商品作りへのチャレンジ 

・外食部においては安定した営業を継続するための人材確保 

 

卸売部門については、新商品や未発掘の優良品の発見のため、各種見本市など

に積極的に参加し見分を広めたいと考えています。また製造部においては、「煮魚

シリーズ」に続く、世にまだない高付加価値の商品の開発に力を注いで参ります。

外食部においては新たなメニュー開発を進めます。 

 

 

３． 財産及び損益の状況の推移 

 

  
区 分 

第 69期 第 70期 第 71期 

(22年 3月期) (23年 3月期) (24年 3月期) 

 売上高 4,454百万円 4,324百万円 4,409百万円 

 経常利益 21百万円 -22百万円 5百万円 

 当期利益 20百万円 -22百万円 4百万円 

 １株当り当期利益 169円 49銭 -191円 50銭 39円 68銭 

 総資産 1,674百万円 1,689百万円 1,757百万円 

 純資産 310百万円 284百万円 287百万円 

 

 



 

Ⅱ．株式に関する事項 

  

１．発行済み株式の総数 １４０，０００株 

２．自己株式         ２０，０００株 

３．株主数          ７名 

 

 

Ⅲ．会社役員に関する事項（２０２４年５月２３日現在） 

 

 取締役並びに監査役 

 

氏    名 地  位 担 当 ま た は 職 務 

熊田 泰也 代表取締役社長 全般担当 

小野 満 常務取締役 営業全般・製造担当 

浜田 健 取締役 水産担当（道北・道東地区） 

池上 嘉浩 取締役 水産担当（道央地区） 

天野 和文 取締役 加工食品担当 

関口 智範 取締役 外食担当 

佐々木 貴康 監査役  

 














